
定期点検・診断結果 ＜三春町＞

大峰橋 (ｵｵﾐﾈﾊﾞｼ) 上舞木鷹巣線 1971 20.5 4.0 H27年度 Ⅲ

雲露木橋 (ｸﾓﾛｷﾊｼ) 上舞木鷹巣線 1978 21.6 5.1 H27年度 Ⅱ

不動滝橋 (ﾌﾄﾞｳﾀﾞｷﾊﾞｼ) 滝滑津線 1989 127.6 7.0 H27年度 Ⅱ

滑津橋 (ﾅﾒﾂﾊﾞｼ) 柴原貝山線 1990 115.0 7.0 H27年度 Ⅱ

日影橋 (ﾋｶｹﾞﾊｼ) 日影線 1994 30.3 11.5 H22年度 Ⅰ相当

青石橋 (ｱｵｲｼﾊｼ) 実沢青石永志田線 1967 18.5 3.6 H27年度 Ⅱ

薬師道橋 (ﾔｸｼﾄﾞｳﾊｼ) 実沢青石永志田線 1967 17.4 4.0 H27年度 Ⅲ

向作田橋 (ﾑｶｲｻｸﾀﾞﾊｼ) 担橋７号線 1985 20.7 6.0 H22年度 Ⅰ相当

河原橋 (ｶﾜﾗﾊｼ) 平沢河原線 1987 20.8 4.0 H22年度 Ⅰ相当

三春北大橋 (ﾐﾊﾙｷﾀｵｵﾊｼ) 三春北線 1979 104.9 7.0 H22年度 Ⅲ相当

嘗石田橋 (ﾅﾒｲｼﾀﾞﾊｼ) 根本樋渡線 1979 16.3 7.0 H27年度 Ⅲ

蛇石橋 (ﾍﾋﾞｲｼﾊﾞｼ) 滝狐田線 1990 120.0 7.0 H27年度 Ⅱ

根本大堰橋 (ﾈﾓﾄｵｵｾﾞｷﾊﾞｼ) 蛇石根本線 1989 21.3 4.0 H27年度 Ⅱ

斉藤大橋 (ｻｲﾄｳｵｵﾊｼ) 斉藤大日向線 1968 60.2 3.6 H27年度 Ⅱ

下舞木大橋 (ｼﾓﾓｳｷﾞｵｵﾊｼ) 間明田一本木線 1973 20.5 4.0 H27年度 Ⅱ

三春西大橋 (ﾐﾊﾙﾆｼｵｵﾊｼ) 山田鷹巣線 1981 150.0 8.3 H22年度 Ⅱ

楽内橋 (ﾗｸｳﾁﾊｼ) 孝戸恵下越線 1982 34.1 4.0 H27年度 Ⅰ

樋ノ口二号橋 (ﾄｲﾉｸﾁﾆｺﾞｳｷｮｳ) 樋ノ口松橋線 1984 15.1 4.0 H22年度 Ⅰ相当

深作橋 (ﾌｶｻｸﾊｼ) 田村西部工業団地
１号線 1994 40.7 16.0 H27年度 Ⅱ

新薬師道橋 (ｼﾝﾔｸｼﾄﾞｳﾊｼ) 実沢青石線 2001 45.2 10.0 H27年度 Ⅱ

込木橋 (ｸｸﾞﾘｷﾊｼ) 込木八方谷楽内線 1994 40.8 4.0 H27年度 Ⅱ

山田橋 (ﾔﾏﾀﾞﾊｼ) 弁当田宮田線 1994 47.9 4.0 H27年度 Ⅱ

白山橋 (ﾊｸｻﾝﾊｼ) 堀ノ内宮ノ下線 1994 43.2 4.0 H27年度 Ⅱ

古寺橋 (ﾌﾙﾃﾞﾗﾊｼ) 舘腰高屋敷線 1994 16.0 8.2 H27年度 Ⅱ

貝山橋 (ｶｲﾔﾏﾊｼ) 岩田馬千内線 1994 48.3 8.5 H27年度 Ⅱ

川向橋 (ｶﾜﾑｶｲﾊｼ) 過足元内線 1991 19.9 3.0 H22年度 Ⅰ相当

注）次項に記載した判定区分は平成26年7月に施行したものであるため、それ以前に点検した橋梁（H22年）については平成26年以前の
点検結果を、現行の判定区分に組み替えたため「＿相当」という判定区分となっている。
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【判定区分】

Ⅰ
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Ⅲ

Ⅳ

区分 状態

　健全

　緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態（早急に補修又は交通規制等を行う）

2.

構造物の機能に支障が生じていない状態（補修の必要なし）

　予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を
講ずることが望ましい状態（状況に応じて補修を行う）

　早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、措置を講ずべき状態（緊
急性がないため、今後５年を目安に補修を行う）


